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＜水稲育苗＞ 
安全・ 安心の 米 づくりは 、健苗 づくり から① 

①育苗箱等資材の消毒 

②種子の準備 

③塩水選と水洗い 
水10Ｌ当りの硫安または食塩の添加量 

種 類 比 重 硫 安 食 塩 

うるち 1.08 1.4kg 1.1kg 

もち 1.06 1.0kg 0.8kg 

④種子消毒 

使用する農薬と量（水１Ｌあたり）     

薬剤名  浸漬時間 

テクリードCフロアブル (希釈   200倍） ５ｍｌ 
24時間 

スミチオン乳剤 (希釈1,000倍） １ｍｌ 

（種もみ３㎏に対し、薬液量は６Ｌ必要）  

薬液につける際、薬剤が種もみのすみずみまで行きわたるよう、２～３回

袋を揺さぶり、種もみが確実に薬剤に浸る状態にします。 

なお、薬液浸漬後の水洗いは行ないません。 

⑤浸種・催芽 

水温と浸種日数   催芽温度と時間 

水  温 浸種日数   催芽法 温 度 時  間 

15℃の場合 5～6日間   育苗器 28～32℃ 20～24時間 

20℃の場合 4～5日間   温湯 34～36℃ 10～15時間 

育苗箱の泥等の汚れを洗浄し、苗立枯病等を予防するため、イチバン５００～１０００倍液 で浸漬します。 

品種固有の食味、外観、形質を確保するために毎年更新することが望ましい。  

・塩水選後は、念入りに水洗いします。 

塩水選とは、種籾の比重により充実した種籾を選別する作業です。  

・１０ａ当り、乾もみでヒノヒカリ３ｋｇ、キヌヒカリ・モチ３.５ｋｇ準備します。 

・塩水選用の比重液（右表）を作り、比重液につけて、十分攪拌し、浮いた 

 もみを取り除きます。 

  薬剤を使用して、イネシンガレセンチュウやばか苗病、いもち病、もみ枯細菌病の防除を行ないます。特にシンガレセ

ンチュウはこのタイミングでしか抑えることができないので確実に消毒します。 

  種子消毒が完了したら籾に十分吸水させ、揃って一斉に発芽させるために水に浸種します。浸種はきれいな水道水

の停滞水で行い、河川や池では行わないこと。以下を参考に日数を確保します。 

催芽の目安 

① × 浸種・催芽不足 ： 芽が出ていない 

② 〇 適正 ： 芽が少し出ている 

③ × 伸びすぎ  ： 播種時に芽が折れやすい 


